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トビイロウンカNilaparvata lugens,,セ ジ ロウンカ

Sogata furcifera,ヒ メ トビウンカDelphacodes stria-

tellaな どイネの重要害虫であるウンカ類には短し(翅)

と長 し(翅)の2型 があって,そ れははねの大きさを初

め,い ろいろの形態上の違いを示すだけでな く,生 理的

の性質にも大 きな相違が見られる(岸本,1957)。 これら

の相違をいろいろの性質について明らかにすることは,

ウンカ類のもつ複雑な生活史を解明する上に非常に役だ

つであろうと思われるが,更 にこのような生息密度の高

低によってひき起こされる2型 のもつ一般的の性質をバ

ッタやヨトウムシなどに見られるそれ と比較 して考察す

る上にも必要 と考えられる。

ここでは上記の3種 のウンカについて呼吸量を測定し

て,短 しと長 しの代謝量の相違を知ろうと試みた。
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用いた3種 のウンカは9月 から10月 にわたって通常

の室内で試験管飼育 したもので,羽 化直後の成虫,数 日

を経過したものなどについて実験を行なった。

呼吸量の測定はKROGHの 微 量呼吸計によって酸素消

費量を測った(た とえば野村(1938)な どに詳しく説明

されている)。 成虫を 雌雄別々に5頭 ずつガラスびんに

入れて装置内におき,5分 間 おきに 酸素消費量を測っ

た。測定は300℃ の室内で,そ れぞれについて1時 間な

い し2時 間行なった。初めの数分間は入れた虫が落ちつ

かないために結果が乱れ るおそれがあるし,あ まり長時

間にわたると装置内の酸素含有量が下がって呼吸率も変

わってくることが予想され る。それで虫を入れてから20

分か ら50分 までの30分 間の結果をとった。体重は呼

吸量の測定後5頭 ごと計った。
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測 定の結果は第1表 としてそれぞれの種類の雌雄と短

第1表 3種 の ウ ン カの 長 し ・短 し型 の酸 素 消 費 量

(体 重1mg, 5分 間 あ た り)

し・長 し型について別々に示した。数字は体重1mgあ

た りの5分 間に換算した平均の酸素消費量である。

どの種類についても,性,長 ・短しの区別にかかわ り

なく,羽 化後の日数によって呼吸量は必ず しも一定して

いない。 むしろ大きく変化 しているといったほうがよ

い。羽化当日の呼吸量はその後の値 よりも大 きい値を示

す場合が多 く,小 さい場合であってもだいたい等 しいと

考えてもよい くらいである(ト ビイロとセジロの雌長 し

と,セ ジロの雌短しの場合)。 トビイロについては羽化

後15日 目の測定があるが,こ の場合には測定値は再び

上昇していることは注目すべきことと思われる。特にそ

の上昇は雌短しにおいて著しい。

短しと長しの値を比較してみると,ど の種類について

も,ま た経過日数を問わないで ヒメ トビウンカの羽化後

を除いたどの場合にも雌短しが長 しよりも高い呼吸量を

5日 目示した。多 くの場合,体 重もまた短しが長 しより

も重い傾向があるので,呼 吸量の1個 体あた りの絶対量

をとれば短しが長しよりもはるかに高い値を示した。
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ウンカ類の雌の短しと長しの2型 は幼虫期の生息密度

の高低によって生じるもので(三 宅ほか,1951;岸 本,

1956),移 住性バ ッタ類にみられる相(phase)変 異や

アブラムシ類に見られる有 し型,無 し型の分化などに比

べられるべき現象 と考えられる。 バッタ類では群集相

(phase gregaria)の 呼吸系はよく発達してお り,そ の
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呼吸量もダイミョウバ ッタLocusta ｍigratoriaで は孤

独相(phase solitaria)に 比較すれば著 しく高く,活 動

性が盛んで物質代謝量も大きいといわれる(BUTLER&

INNES, 1936)。 ところがウンカ類の長し型は生息密度の

高いときに生じ,バ ッタの群集相に相当すると考えられ

るから(ア ブラムシ類の有し型はやは りバ ッタの群集相

にあたるとKENNEDY (1956)は 考えている),呼 吸量も

長し型が高いことが期待されるのに,こ れとは全 く逆に

なって短し型のほうが高い呼吸量を示した。このような

ことは体重についも見られることで,バ ッタでは群集相

が孤独相 よりも重いのに(DUARTE, 1938),ウ ンカでは

バッタの孤独相にあたる短し型のほうが体重がやや重い

(岸本,1957)。 したがって,バ ッタの相の違い とウンカ

の長短し型の違いとの間には何か生理的には全 く逆の関

係があるのでないかということが想像される。

終わ りにあたって,実 験材料を快 く提供して下さった

岸本良一氏に,ま た実験装置についていろいろ教示して

下 さった河野達郎氏に厚 くお礼を申し上げたい。
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